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主論文 

Assessment of real-time polymerase chain reaction detection of Acanthamoeba and 

prognosis determinants of Acanthamoeba keratitis 

（Real-time polymerase chain reactionによるアカントアメーバの検出とアカントアメー

バ角膜炎の予後決定因子の評価） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はアカントアメーバにおけるreal-time polymerase chain reaction（TaqMan Probe

法）を構築し、その感度・特異度およびアカントアメーバ角膜炎の診断・治療効果判定お

よび視力予後予測に関わる危険因子を検討したものである。その結果、real-time PCRの感

度・特異度は、直接検鏡・培養と比べ高く有用であり、アカントアメーバ角膜炎において

初診時のアカントアメーバコピー数が初診時の角膜炎の重症度および視力と、さらには視

力予後とも相関があることが判明した。このことはアカントアメーバ角膜炎で早期診断・

早期治療が非常に重要であることを示している。一方で共存する細菌のコピー数はいずれ

とも相関しないことが示された。本論文の結果はreal-time PCRによるアカントアメーバコ

ピー数の測定が、アカントアメーバ角膜炎の診断・治療効果判定ばかりでなく、視力予後

の予想に有用であることを示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


